
　

１
月
21
日
、
伊
予
三
島
運
動

公
園
体
育
館
で
、
新
春
恒
例
の

「
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
四
国
中

央
市
新
春
競
書
大
会
」
が
あ
り

ま
し
た
。

　

書
道
人
口
の
拡
大
と
伝
統
文

化
の
振
興
を
目
的
に
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
。
今
年
は
市
内
外
か
ら
小
中

学
生
３
３
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
、
藤
原
製

紙
所
（
金
生
町
下
分
）
が
製
作

し
た
手
漉
き
和
紙
（
半
紙
）
に
、

学
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
課
題

文
字
を
力
強
く
揮
毫
。
日
々
の

研
鑽
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

手
漉
き
和
紙
に
咲
か
せ
た
「
墨
の
華
」

日
本
一
の
紙
の
ま
ち
新
春
競
書
大
会 

開
催

　

会
場
に
は
、
昨
年
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
の
作

品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
三
島

高
校
書
道
部
が
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
。
競
技
中
に

は
、
川
之
江
高
校
日
本
文
化
部

の
松
岡
知
哉
さ
ん
（
１
年
）
が

琴
を
生
演
奏
す
る
な
ど
、「
日

本
一
の
紙
の
ま
ち
」、「
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
の
聖

地
」
四
国
中
央
市
の
新
春
一
大

イ
ベ
ン
ト
が
鮮
や
か
に
彩
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
結
果
は
右
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

甲
子
園
の
聖
地
で
あ
る
伊

予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

に
、
袴
姿
で
大
筆
を
持
つ

「
し
こ
ち
ゅ
～
」
の
オ
ブ

ジ
ェ
が
登
場
。
競
書
大
会

で
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
こ
ち
ゅ
～
は
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
が

開
催
さ
れ
る
７
月
28
日
ま

で
体
育
館
に
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
写
真
を

撮
っ
て
く
だ
さ
い
。

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
の
聖
地
に

袴
姿
の
し
こ
ち
ゅ
～
が
登
場
！

11
号
バ
イ
パ
ス
・
新
法
皇
ト
ン
ネ
ル

篠
原
市
長
が
国
交
省
に
早
期
整
備
を
要
望

　

１
月
17
日
、
本
市
と
新

居
浜
市
、
西
条
市
、
西
予

市
の
市
長
が
国
土
交
通
省

を
訪
れ
、
堂ど

う
こ故 

茂
国
交

副
大
臣
（
写
真
中
央
右
）

と
面
談
。
国
道
11
号
が
抱

え
る
課
題
や
バ
イ
パ
ス
整

備
の
効
果
を
説
明
し
、
早

期
開
通
に
向
け
た
予
算
確

保
を
要
望
し
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
、
新
法
皇
ト
ン
ネ

ル
な
ど
、
防
災
・
減
災
対

策
に
向
け
た
ト
ン
ネ
ル
整

備
を
要
望
し
ま
し
た
。

注
意
！

注
意
！
３
月
18
日（
月
）午
前
０
時
か
ら

土
居
Ｉイ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジＣ
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
に
な
り
ま
す

　

３
月
18
日
（
月
曜
日
）

午
前
０
時
か
ら
、
土
居
料

金
所
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
に
な

り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
使
え
な
い
車

両
で
誤
っ
て
土
居
Ｉ
Ｃ
に

進
入
し
た
場
合
は
、
後

退
・
転
回
せ
ず
「
サ
ポ
ー

ト
」
と
書
か
れ
た
レ
ー
ン

に
進
み
、
一
旦
停
止
し
て

く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
な
ど
で
係
員
か
ら
指
示

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
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「
被
災
地
支
援
に
尽
力
し
ま
す
」

市
職
員
を
被
災
地
へ
順
次
派
遣

　

市
で
は
、
県
被
災
地
支

援
連
携
チ
ー
ム
と
し
て
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

１
月
29
日
に
は
３
人
の
職

員
が
市
役
所
を
出
発
。
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
輪
島

地
方
合
同
庁
舎
で
、
食
事

の
提
供
な
ど
８
日
間
に
わ

た
り
避
難
所
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
被
災
者
の
健
康
管

理
な
ど
、
の
べ
11
人
の
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

（
２
月
19
日
現
在
）

　

能
登
半
島
地
震
で
被
災

さ
れ
た
方
を
支
援
す
る
た

め
、
市
内
の
小
中
学
校
か

ら
義
援
金
が
続
々
と
寄
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
24
日
に
は
中
曽
根

小
学
校
で
義
援
金
の
寄
贈

式
が
あ
り
、
同
校
の
運
営

委
員
会
の
児
童
た
ち
が
、

「
全
校
児
童
の
思
い
を
現

地
の
困
っ
て
い
る
人
に
届

け
て
く
だ
さ
い
」
と
細
川

哲
郎
市
福
祉
部
長
に
義
援

金
箱
を
手
渡
し
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
思
い
を
被
災
地
へ

市
内
小
中
学
校
か
ら
義
援
金 

続
々

　

関
西
の
営
業
所
を
通
じ

て
物
資
を
届
け
る
な
ど
、

震
災
直
後
か
ら
被
災
地
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
大

黒
工
業
株
式
会
社
（
石
川

力
也
代
表
取
締
役
社
長
）

が
日
本
赤
十
字
社
に
義
援

金
を
寄
贈
。
２
月
１
日
に

行
わ
れ
た
寄
贈
式
で
、
石

川
社
長
（
写
真
中
央
左
）

か
ら
日
本
赤
十
字
社
愛
媛

県
支
部
四
国
中
央
市
地
区

長
で
あ
る
篠
原
市
長
に
目

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
者
の
支
援
と
被
災
地
の
復
興
に

大
黒
工
業
株
式
会
社
が
義
援
金
を
寄
贈

相
談
・
啓
発
・
救
済

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
活
動
報
告

　

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
鈴
木
孝
子
会
長
）
で
は
、

講
演
会
や
人
権
相
談
な
ど

を
通
し
た
啓
発
活
動
に
よ

り
、
人
権
問
題
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
月
22
日
、
篠
原
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、
１
年
間

の
活
動
報
告
を
し
た
鈴
木

会
長
は
、「
人
と
人
と
の

心
を
つ
な
ぐ
素
敵
な
活
動

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
」
と
、
取
り
組
み

の
成
果
を
話
し
ま
し
た
。

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ（
株
）・
市
社
協
・
本
市

子
育
て
支
援
で
連
携

　

１
月
29
日
、
大
手
清
涼
飲

料
水
メ
ー
カ
ー
の
ダ
イ
ド
ー

ド
リ
ン
コ
株
式
会
社
（
梶
永

貴
裕
中
四
国
営
業
部
長
・
写

真
左
）
と
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
髙
橋
厚
德
会
長
・
写
真

右
）
と
本
市
は
、
自
販
機
の

設
置
を
通
じ
た
子
ど
も
食
堂

の
支
援
な
ど
、
幅
広
く
子
育

て
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
に
「
子
育
て
支
援
の
た

め
の
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
協
定
に
基
づ

い
て
設
置
さ
れ
た
自
販
機
第

一
号
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
市
の
景
色
や
水
引

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
自
販
機
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
子
ど
も
キ
ャ
ス
タ
ー

に
よ
る
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
機

能
付
き
。
飲
み
物
の
ほ
か
、

乳
幼
児
紙
お
む
つ
や
お
し
り

拭
き
も
購
入
で
き
、
売
り
上

げ
の
一
部
は
、
子
ど
も
食
堂

の
補
助
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 自販機は市民交流棟と川之江ふれあい交流センターに設置
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新
宮
町
の
自
然
や
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る

マ
ッ
プ
が
約
20
年
ぶ
り
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
１
月
24

日
に
新
宮
公
民
館
で
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。
新
た

な
マ
ッ
プ
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
大
廣
将
也
隊

員
が
企
画
。
愛
媛
大
学
の

学
生
や
市
内
在
住
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
協
力
を
得
て
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
更
な
る

新
宮
フ
ァ
ン
の
獲
得
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
新
宮
で 

深
呼
吸
。」

新
た
な
観
光
マ
ッ
プ
誕
生
！

　

任
期
満
了
に
よ
り
１
月

末
で
退
任
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
小
池
悟さ

と
し嗣

隊

員
が
、
篠
原
市
長
に
３
年

間
の
活
動
内
容
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
に
温

か
く
迎
え
入
れ
て
も
ら
え

た
こ
と
、
足
し
げ
く
事
業

者
を
訪
ね
対
話
を
重
ね
な

が
ら
強
い
関
係
性
を
築
い

た
こ
と
な
ど
、
本
市
で
過

ご
し
た
時
間
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

新
宮
茶
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き
続
け
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

小
池
隊
員
が
活
動
報
告

ね
…
と
い
う
思
い
が
強
く
残
る
。

お
金
の
問
題
に
し
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
、
修
羅
場
を
凌
い
で
き

た
自
分
か
ら
み
れ
ば
。
も
う
自
分

の
生
き
て
き
た
時
代
は
過
ぎ
去
っ

て
、
全
く
新
し
い
幕
が
開
い
て
、

私
な
ん
か
の
政
治
感
性
で
は
、
と

て
も
つ
い
て
い
け
な
い
と
思
う
。

　

今
年
の
後
半
は
、
市
議
会
議
員

選
挙
が
あ
り
、
日
程
等
の
検
討
す

べ
き
課
題
も
あ
る
が
、
市
長
選
挙

も
内
容
を
含
め
て
議
論
の
対
象
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
話
が

大
き
す
ぎ
た
り
小
さ
す
ぎ
た
り
し

て
、
う
ま
く
選
挙
の
焦
点
と
な
る

の
か
な
と
い
う
不
安
も
あ
る
。
本

市
に
し
て
も
、
重
大
な
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
市
民
レ
ベ
ル

で
実
り
の
あ
る
議
論
を
ぜ
ひ
し
て

欲
し
い
と
念
願
し
て
い
る
。

　

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
、
一

歩
で
も
勇
気
が
出
て
ま
た
が
ん
ば

ろ
う
、
と
な
り
ま
す
よ
う
、
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支
援
に
力
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た

関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
に
な
り
、
能
登
半
島
地

震
、
政
党
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
券

の
献
金
問
題
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
国
政
の
命
運
を
左
右
し
か
ね

な
い
重
要
案
件
が
ま
っ
た
な
し
で

あ
り
ま
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
な
ど
国
家
紛
争
は
泥
沼
へ

向
か
っ
て
進
み
、
解
決
の
目
途
は

見
え
て
こ
な
い
。
こ
の
地
方
の
四

国
中
央
市
で
も
経
済
、
防
衛
、
災

害
対
応
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
関

わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。

　

今
、
本
市
の
職
員
も
支
援
に
、

現
地
へ
派
遣
し
て
努
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
明
日
は
我
が
身
の

問
題
と
し
て
勉
強
し
て
、
被
災
さ

れ
た
み
な
さ
ん
の
力
に
な
り
、
が

ん
ば
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
の
問
題
も
難
し
い
も
の

が
あ
り
、
行
財
政
を
預
か
っ
て
い

る
私
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
何
と
か
力
を
合
わ
せ
解
決
に

向
け
て
前
進
し
て
欲
し
い
。
政
治

献
金
も
そ
ん
な
知
識
、
見
識
で
、

有
権
者
が
理
解
し
て
く
れ
ま
す
か

がんばろう！がんばろう！

四国中央市長　篠 原    実

　
「
日
本
一
の
書
道
用
紙
の
ま
ち
」

四
国
中
央
市
で
、
県
書
道
用
紙
連
合

会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
本
展
覧
会

に
、
今
年
は
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

３
４
０
作
品
が
出
品
。
入
賞
63
作
品

を
含
む
全
作
品
が
、
展
覧
会
の
期
間

中
、
県
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
妻

鳥
町
）
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

　

な
お
入
賞
作
品
は
、
土
居
窓
口
セ

ン
タ
ー
（
３
月
10
日
ま
で
）、
市
役

所
（
３
月
11
日
～
24
日
）、
川
之
江

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
（
３
月
25

日
～
４
月
７
日
）に
展
示
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 墨の華が咲き誇る

第20回 四国中央市
児童・生徒書道展覧会
開催中 !

本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、市ホー
ムページ「まちの話題」
に掲載しています


